	10
（月）
	宣教 (せんきょう)はたましいの愛 (あい)です

	
	Iコリ13章1～13節　たとえ私 (わたし)が人 (ひと)の異言 (いげん)や御使 (みつか)いの異言 (いげん)で話 (はな)しても、愛 (あい)がなければ、騒 (さわ)がしいどらや、うるさいシンバルと同 (おな)じです。(1)

	
	たましいを愛 (あい)していなければ、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)は不可能 (ふかのう)です。たましいを愛 (あい)してこそ、伝道 (でんどう)、宣教 (せんきょう)が起 (お)こります。なぜ、たましいを愛 (あい)することが重要 (じゅうよう)なのでしょうか。

１つ目 (め)、絶対 (ぜったい)問題 (もんだい)に引 (ひ)っかかっているからです。人間 (にんげん)が神様 (かみさま)と結 (むす)んだ契約 (けいやく)を破 (やぶ)って、神様 (かみさま)を離 (はな)れた後 (あと)に、すべての世界 (せかい)がサタンの落 (お)とし穴 (あな)、枠 (わく)、わなに陥 (おちい)ってしまいました。Remnantは、世界 (せかい)と人 (ひと)を見 (み)るとき、この事実 (じじつ)を発見 (はっけん)するようにしましょう。２つ目 (め)、絶対 (ぜったい)問題 (もんだい)に引 (ひ)っかかっている人 (ひと)に、絶対 (ぜったい)解答 (かいとう)を与 (あた)えるためです。だれがなんと言 (い)っても、ただイエスがキリスト、すべての問題 (もんだい)の解決者 (かいけつしゃ)です。キリストはサタンがぶるぶる震 (ふる)える唯一 (ゆいいつ)の御名 (みな)です。イエス・キリストの御名 (みな)と、その御名 (みな)によって与 (あた)えられる御座 (みざ)の背景 (はいけい)だけが、サタンのわなに陥 (おちい)った世界 (せかい)を生 (い)かすことができます。３つ目 (め)、この契約 (けいやく)を握 (にぎ)れば、絶対 (ぜったい)答 (こた)えが与 (あた)えられます。Remnantの職業 (しょくぎょう)が237を生 (い)かす職業 (しょくぎょう)に変 (か)わるのです。また、５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす光 (ひかり)の経済 (けいざい)と、三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)る職業 (しょくぎょう)の答 (こた)えを受 (う)けます。

神様 (かみさま)は、絶対 (ぜったい)に救 (すく)われることができない私 (わたし)たちを愛 (あい)して、何 (なん)の条件 (じょうけん)もなく救 (すく)ってくださいました。Remnantはすでにその愛 (あい)を受 (う)けました。神様 (かみさま)に受 (う)けた無条件 (むじょうけん)の救 (すく)いの愛 (あい)が現場 (げんば)に伝 (つた)えられるように祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、たましいを愛 (あい)する心 (こころ)を与 (あた)えてください。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.07.07.2部

	11
（火）
	レムナント、TCKの道 (みち)

	
	使17章1節、18章４節、19章8節　パウロは会堂 (かいどう)に入 (はい)って、三 (さん)か月 (げつ)の間大胆 (あいだだいたん)に語 (かた)り、神 (かみ)の国 (くに)について論 (ろん)じて、人々 (ひとびと)を説得 (せっとく)しようと努 (つと)めた。(19:8)

	
	神様 (かみさま)がRemnantにくださった道 (みち)があります。それは、福音 (ふくいん)を持 (も)っている残 (のこ)りの者 (もの)、祈 (いの)りの中 (なか)で神様 (かみさま)の力 (ちから)を味 (あじ)わう残 (のこ)る者 (もの)、文化 (ぶんか)を征服 (せいふく)する残 (のこ)れる者 (もの)、次世代 (じせだい)を生 (い)かす残 (のこ)す者 (もの)の道 (みち)です。Remnantは、だれもいない所 (ところ)、だれも助 (たす)けてくれない所 (ところ)に行 (い)くでしょう。この道 (みち)の中 (なか)にいるRemnantは、どうすれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、三 (みっ)つの道 (みち)に従 (したが)って行 (い)くのです。神様 (かみさま)のみことばと私 (わたし)の祈 (いの)り、私 (わたし)の伝道 (でんどう)を確認 (かくにん)して、確定 (かくてい)しましょう。神様 (かみさま)は必 (かなら)ず私 (わたし)にみことばをくださり、そのみことばを成就 (じょうじゅ)して行 (い)ってくださいます。私 (わたし)の祈 (いの)りを見 (み)つけるなら、すべてが回復 (かいふく)されます。私 (わたし)に与 (あた)えられたことと、出会 (であ)いの中 (なか)で、私 (わたし)の伝道 (でんどう)を見 (み)つけましょう。２つ目 (め)、今日 (きょう)のみことば、今日 (きょう)の祈 (いの)り、今日 (きょう)の伝道 (でんどう)を味 (あじ)わいましょう。その中 (なか)から神様 (かみさま)が願 (ねが)われる方向 (ほうこう)が出 (で)てきて、Remnantのために準備 (じゅんび)されたすべての旅程 (りょてい)を味 (あじ)わうことができます。３つ目 (め)、そのときから、Remnantに神様 (かみさま)の力 (ちから)が現 (あらわ)れます。神様 (かみさま)のやぐらが建 (た)ち、神様 (かみさま)の力 (ちから)を持 (も)っている見張 (みは)り人 (にん)の答 (こた)えを受 (う)けます。

Remnantは237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)に方向 (ほうこう)を合 (あ)わせて未来 (みらい)の作品 (さくひん)を作 (つく)れば良 (よ)いのです。Remnantは、必 (かなら)ず神様 (かみさま)の働 (はたら)きに用 (もち)いられます。

	
	神様 (かみさま)、みことばが私 (わたし)に臨 (のぞ)みますように。みことばをもって祈 (いの)るレムナントの道 (みち)を歩 (あゆ)みますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.07.13.レムナントとTCK伝道学



	12
（水）
	伝道 (でんどう)弟子 (でし)の力 (ちから)

	
	使1章8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。

	
	Remnantは、キリストがくださったやぐらを持 (も)って３集中 (しゅうちゅう)しましょう。朝 (あさ)には私 (わたし)を生 (い)かす祈 (いの)りを楽 (らく)に始 (はじ)めましょう。昼 (ひる)の時間 (じかん)には、目 (め)に見 (み)えるすべてを祈 (いの)りに変 (か)えましょう。すると、夜 (よる)には多 (おお)くのことが答 (こた)えになります。Remnantがこのように力 (ちから)を受 (う)ければ、どうなるのでしょうか。

１つ目 (め)、Remnantに神様 (かみさま)の力 (ちから)が臨 (のぞ)みます。神様 (かみさま)がRemnantにだけ与 (あた)えられる確実 (かくじつ)な契約 (けいやく)が伝 (つた)えられます。このとき、神様 (かみさま)が備 (そな)えられた答 (こた)えが見 (み)えます。２つ目 (め)、教会 (きょうかい)を通 (とお)して３つの流 (なが)れが見 (み)えます。日曜 (にちよう)の礼拝 (れいはい)を通 (とお)して、みことばの流 (なが)れが見 (み)えます。祈 (いの)りの流 (なが)れが見 (み)えて、伝道 (でんどう)の流 (なが)れが見 (み)え始 (はじ)めます。講壇 (こうだん)のみことばを通 (とお)して、すべての答 (こた)えを受 (う)けることができます。３つ目 (め)、神様 (かみさま)の働 (はたら)きが起 (お)こります。ある日 (ひ)、ヨセフは総理 (そうり)になって、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の道 (みち)を進 (すす)みました。神様 (かみさま)が与 (あた)えられる答 (こた)えが来 (き)たのです。このように、神様 (かみさま)はRemnantが世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)を成 (な)し遂 (と)げる唯一 (ゆいいつ)の道 (みち)を進 (すす)むようにしてくださいます。

Remnantは朝 (あさ)、昼 (ひる)、夜 (よる)の時間 (じかん)に、神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)する時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。この集中 (しゅうちゅう)の時間 (じかん)を通 (とお)して、神様 (かみさま)が私 (わたし)を伝道 (でんどう)弟子 (でし)の力 (ちから)がある者 (もの)として準備 (じゅんび)してくださいます。

	
	神様 (かみさま)、今日 (きょう)も平安 (へいあん)の中 (なか)で私 (わたし)を生 (い)かして、答 (こた)えを受 (う)ける、その時間 (じかん)を持 (も)つことができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
2024.07.13.核心訓練



	13
（木）
	無駄 (むだ)にならない労苦 (ろうく)

	
	Iコリ15章57～58節　しかし、神 (かみ)に感謝 (かんしゃ)します。神 (かみ)は、私 (わたし)たちの主 (しゅ)イエス・キリストによって、私 (わたし)たちに勝利 (しょうり)を与 (あた)えてくださいました。ですから、私 (わたし)の愛 (あい)する兄弟 (きょうだい)たち。堅 (かた)く立 (た)って、動 (うご)かされることなく、いつも主 (しゅ)のわざに励 (はげ)みなさい。あなたがたは、自分 (じぶん)たちの労苦 (ろうく)が主 (しゅ)にあって無駄 (むだ)でないことを知 (し)っているのですから。

	
	Remnantが祈 (いの)りの答 (こた)えを受 (う)けようとするなら、必 (かなら)ず知 (し)ることがあります。神様 (かみさま)は神 (かみ)の子 (こ)どもが必 (かなら)ず答 (こた)えられる御名 (みな)をくださいました。

１つ目 (め)、永遠 (えいえん)の問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)する永遠 (えいえん)の前 (まえ)のキリストです。女 (おんな)の子孫 (しそん)として来 (こ)られて、サタンの(蛇 (へび))頭 (あたま)を打 (う)つと言 (い)われました。２つ目 (め)、永遠 (えいえん)の救 (すく)いが起 (お)こる受肉 (じゅにく)されたキリストです。神様 (かみさま)が人 (ひと)となってこの地 (ち)に来 (き)てくださいました。カルバリの丘 (おか)ですべてののろい、暗闇 (くらやみ)、サタン権威 (けんい)を打 (う)ち破 (やぶ)り、オリーブ山 (やま)で御座 (みざ)の力 (ちから)を味 (あじ)わう鍵 (かぎ)をくださいました。マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)、聖霊 (せいれい)の力 (ちから)を体験 (たいけん)できる権威 (けんい)もくださいました。３つ目 (め)、今 (いま)も働 (はたら)いておられる復活 (ふっかつ)されたキリストです。天 (てん)と地 (ち)のすべての権威 (けんい)を持 (も)って世 (よ)の終 (お)わりまで、私 (わたし)たちといつもともにいてくださり、悪霊 (あくれい)を追 (お)い出 (だ)して癒 (い)やす御名 (みな)をくださいました。４つ目 (め)、未来 (みらい)の問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)する再臨 (さいりん)の主 (しゅ)として来 (こ)られるキリストです。すべての民族 (みんぞく)に福音 (ふくいん)が宣 (の)べ伝 (つた)えられた後 (あと)に終 (お)わりが来 (き)ます。５つ目 (め)、地獄 (じごく)から解放 (かいほう)されるさばきの主 (しゅ)キリストです。罪 (つみ)の問題 (もんだい)が解決 (かいけつ)されれば天国 (てんごく)に行 (い)きます。この事実 (じじつ)を信 (しん)じないで、罪 (つみ)の問題 (もんだい)が解決 (かいけつ)されなければ地獄 (じごく)に行 (い)きます。

Remnantが受 (う)けたキリストの御名 (みな)を持 (も)って、身分 (みぶん)と権威 (けんい)を味 (あじ)わう祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。

	
	神様 (かみさま)、キリストの御名 (みな)によって祈 (いの)りの答 (こた)えを受 (う)けるRemnantなりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.07.14.1部



	14
（金）
	アキラ、プリスカが作 (つく)った教会 (きょうかい)

	
	Iコリ16章19～24節　主 (しゅ)を愛 (あい)さない者 (もの)はみな、のろわれよ。主 (しゅ)よ、来 (き)てください。(22)

	
	アキラとプリスカ夫婦 (ふうふ)は、コリント教会 (きょうかい)を建 (た)てることに加 (くわ)わった重要 (じゅうよう)な人物 (じんぶつ)です。Remnantは、この夫婦 (ふうふ)が受 (う)けた答 (こた)えを見 (み)て、同 (おな)じ答 (こた)えを受 (う)けるように祈 (いの)りましょう。

１つ目 (め)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)で先 (さき)に体験 (たいけん)したことがあります。「完了 (かんりょう)した」と言 (い)われたカルバリの丘 (おか)の契約 (けいやく)と、オリーブ山 (やま)でイエス様 (さま)が40日間 (にちかん)与 (あた)えてくださった神 (かみ)の国 (くに)についての御座 (みざ)のミッションです。マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)で、聖霊 (せいれい)が働 (はたら)く五旬節 (ごじゅんせつ)の日 (ひ)を体験 (たいけん)して、確実 (かくじつ)な未来 (みらい)を持 (も)ちました。これが、神様 (かみさま)が私 (わたし)たちにくださったやぐらです。２つ目 (め)、コリントで時代的 (じだいてき)な伝道者 (でんどうしゃ)パウロに会 (あ)って、いのちをかけてともに伝道 (でんどう)しました。アポロに会 (あ)って、福音 (ふくいん)の力 (ちから)を教 (おし)えました。そして、教会 (きょうかい)だけでなくコリント地域 (ちいき)を生 (い)かしました。神様 (かみさま)がくださった旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)んだのです。３つ目 (め)、パウロが世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)するのに大 (おお)きな力 (ちから)になりました。ともにローマ教会 (きょうかい)を生 (い)かしました。ローマ16章 (しょう)3節 (せつ)、4節 (せつ)を見 (み)れば、パウロがローマ福音化 (ふくいんか)するのにいのちを危険 (きけん)にさらしたと言 (い)われています。いのちをかけて助 (たす)けたのです。神様 (かみさま)はこの夫婦 (ふうふ)に、大 (おお)きな経済 (けいざい)の祝福 (しゅくふく)を与 (あた)えられました。

アキラとプリスカが受 (う)けた答 (こた)えを整理 (せいり)して、Remnantが受 (う)ける未来 (みらい)の答 (こた)えを黙想 (もくそう)しましょう。

	
	神様 (かみさま)、アキラとプリスカが受 (う)けた答 (こた)えを受 (う)けますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.07.14.2部



	15
（土）
	レムナントの宣教 (せんきょう)の土台 (どだい)

	
	創41章1-38節　このことは、ファラオとすべての家臣 (かしん)たちの心 (こころ)にかなった。そこで、ファラオは家臣 (かしん)たちに言 (い)った。「神 (かみ)の霊 (れい)が宿 (やど)っているこのような人 (ひと)が、ほかに見 (み)つかるだろうか。」(37-38)

	
	神様 (かみさま)はRemnantを見張 (みは)り人 (にん)として立 (た)ててくださいました。見張 (みは)り人 (にん)には、やぐらが必要 (ひつよう)です。このやぐらは、世界化 (せかいか)する旅程 (りょてい)を進 (すす)み、いのち運動 (うんどう)が起 (お)こる道 (みち)しるべを建 (た)てます。Remnantは、やぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを持 (も)って宣教 (せんきょう)の土台 (どだい)を作 (つく)りましょう。そのとき、Remnantが覚 (おぼ)えることがあります。

１つ目 (め)、Remnantは237が基準 (きじゅん)です。ヨセフをエジプトに送 (おく)られた理由 (りゆう)は、そこに237があったからです。神様 (かみさま)は、Remnantを通 (とお)して237の現場 (げんば)に光 (ひかり)を照 (て)らして、暗闇 (くらやみ)が崩 (くず)れるようにされます。２つ目 (め)、TCKは５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かすことが基準 (きじゅん)です。５千 (せん)種族 (しゅぞく)の現場 (げんば)には、必 (かなら)ず弟子 (でし)が備 (そな)えられています。この弟子 (でし)を通 (とお)して、レムナントが生 (い)かされます。その中 (なか)には、優 (すぐ)れた人材 (じんざい)が備 (そな)えられています。３つ目 (め)、さまざまな文化圏 (ぶんかけん)の中 (なか)で育 (そだ)ったRemnantが必 (かなら)ず知 (し)っておくことがあります。その人々 (ひとびと)だけが、肉体 (にくたい)の病気 (びょうき)が多 (おお)い後進国 (こうしんこく)の現場 (げんば)、精神 (せいしん)が病 (や)んでいる先進国 (せんしんこく)の現場 (げんば)、思想 (しそう)が病 (や)んでいる中進国 (ちゅしんこく)の現場 (げんば)を福音 (ふくいん)で癒 (い)やすことができるという事実 (じじつ)です。

Remnantは、神様 (かみさま)がなぜ私 (わたし)を呼 (よ)ばれたのかを質問 (しつもん)しましょう。そのとき、当然性 (とうぜんせい)、必然性 (ひつぜんせい)、絶対性 (ぜったいせい)を発見 (はっけん)するでしょう。


	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)が行 (い)く所 (ところ)ごとに237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かすいのち運動 (うんどう)が起 (お)こりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.07.20.レムナントとTCK伝道学



